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マテリアリティ（重要課題）の特定に関するお知らせ  

 

当社は、持続可能な社会の実現と当社の持続的な成長のために重点的に取り組むべき課題として、サ

ステナビリティ委員会においてマテリアリティ（重要課題）を特定し、2024 年８月 27 日開催の取締役

会において決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

 当社は、2024 年６月に制定した「サステナビリティ基本方針」において、「当社グループは、「人と

テクノロジーを融合してお客様の課題を解決する」という使命のもと、事業活動を通じてステークホル

ダーの皆様とともに成長することで社会基盤を支え、持続可能な社会の実現に貢献します。」と表明し

ております。この基本方針に沿うべく、当社が重点的に取り組むべきマテリアリティ（重要課題）を特

定いたしました。 

 詳細につきましては、別紙「マテリアリティの特定プロセス」をご参照ください。 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



マテリアリティ（重要課題）の特定プロセス

社会の要請や当社グループの成長戦略などを基に重視すべき課題
を抽出

ステップ①
課題の抽出

課題について、ステークホルダーにとっての重要度と当社グループ
にとっての重要度による評価を実施

ステップ②
課題の評価

ステークホルダー、当社のいずれにとっても重要となる課題をグ
ルーピングすることで課題の大項目を特定

ステップ③
妥当性の確認

サステナビリティ委員会及び当社取締役会における議論を通じて、

当社の経営戦略との関連性を評価し、当社取締役会にて決議

ステップ④
承認

別紙

抽出した課題のマッピング

・顧客満足度の向上
・M&Aによる事業成長
・DE＆Iの推進
・働き方改革の推進
・新規事業への投資
・コンプライアンスの徹底

・人権の尊重
・女性活躍推進
・業務のDX・AI化
・適切な情報開示

・気候変動への対応
・環境負荷低減

・従業員の労働環境の保護
・内部統制の強化
・情報セキュリティの確保

・リスクマネジメントの強化
・グループ行動基準等の整備
・株主還元の継続
・技術革新への投資

・使用エネルギー量の削減

・キャリアアップ・スキルアッ
プ支援

・地域社会貢献・活性化・サプライチェーンマネジメン
トの推進

ステークホルダーにとっての重要性

当社グループのビジネスにとっての重要性

重要課題候補から特に重要と思われる課題を
グルーピングすることで重要課題の大項目を特定する

重要課題の候補



グルーピングによって特定した当社グループのマテリアリティ
（重要課題）案及び選定理由

 事業の競争力強化・差別化

・顧客満足度の向上

・M&Aによる事業成長

・新規事業への投資

・業務のDX・AI化

 多様な人材の確保と育成

・DE＆Iの推進

・働き方改革の推進

・女性活躍推進

・従業員の労働環境の保護

 ガバナンス体制の強化

・コンプライアンスの徹底

・内部統制の強化

・リスクマネジメントの強化

・グループ行動基準等の整備

マテリアリティ 選定理由

お客様に選ばれ、お客様の課題解決に携わる企業であり続けるため
には、 幅広いサービス分野でお客様の信頼を得る必要があると考
えます。 その実現には、事業の競争力強化・差別化を図ることが課
題となります。

人材は当社グループの事業活動の源泉となります。いかに多様な人
材を採用して、育成することができるかが事業運営における課題と
なります。

投資家等は企業が環境・社会・ガバナンス（ESG）に配慮した経営を
行うことを期待しています。当社は、グループとして事業活動してい
ることを踏まえ、グループにとって実効的なガバナンス体制の整備
が課題となります。

・コンプライアンスの徹底
・内部統制の強化
・リスクマネジメントの強化
・グループ行動基準等の整備

●ガバナンス体制
の強化

・DE＆Iの推進
・働き方改革の推進
・女性活躍推進
・従業員の労働環境の保護

●多様な人材の
確保と育成

・顧客満足度の向上
・M&Aによる事業成長
・新規事業への投資
・業務のDX・AI化

●事業の競争力
強化・差別化

事業活動の基盤
の整備

事業活動の源泉となる
人的資本の拡大

事業活動を通じた
成長

マテリアリティ（重要課題）を踏まえた基本方針実現への取り組み

マテリアリティ 各取り組み

当社グループは「人とテクノロジーを融合してお客様の課題を解決する」という使命のもと、事業活動を通じ
てステークホルダーの皆様とともに成長することで社会基盤を支え、持続可能な社会の実現に貢献します。

取り組みによって
実現する項目

マテリアリティとは、当社のサステナビリティ基本方針実現に向けて重点的に取り組む
テーマです。大きく３つのテーマに取り組みます。

サステナビリティ基本方針


